




研究目的 

サイトメガロウイルスの母児感染には子宮内感染と産道感染があるが,わが国では乳児の

60%が産道感染をうけている。したがって先天性CMV感染症(子宮内感染)だけではなく産道

感染による乳児の CMV 感染症の実態も明らかにする必要がある。そのためには子宮内感染

と産道感染あるいは不顕性感染と顕性感染を鑑別診断する方法を確立しなければならない。 


